









                                      様式３ 
論  文  内  容  の  要  旨  










時ブラキシズムである。睡眠時ブラキシズムの患者では、リズム性咀嚼筋活動（Rhythmic masticatory muscle 
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本研究は、モルモットにおいて急性 footshockストレスが、NREM 睡眠と REM 睡眠を抑制し覚醒
を促進させ、NREM 睡眠中のリズム性咀嚼筋活動（RMMA）を増加させることがわかった。急性ス
トレスが NREM 睡眠や REM 睡眠中の顎運動調節に関わる神経機構のうち特定の活動パターンの制
御に関わる神経網の活動性を増加させた可能性が示唆された。 
よって、博士（歯学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
